
地域住民同士の交流で防災力を高めたい
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熊本地震で活躍

私たちは
防災士です

　東日本大震災を埼玉県で経験し、実家のあ
る大津町へ移住。町の防災士育成補助と地元
区長の勧めもあり、防災意識を高める良い機
会だと思って防災士養成講座を受けました。
　熊本地震では主に避難所運営に関わりまし
た。防災士の知識を生かし、発災直後には人
が押し寄せることを予測。いち早く避難所に
駆けつけ、けが人の応急処置や行政との連絡
役などに携わりました。そのとき、助け合う
人々の姿を見て地域住民同士の交流の大切さ
を実感したんです。日ごろから声かけや顔の

見えるお付き合いができていると、子どもを
見てもらったり、体調が悪いときに助けても
らったり、支援の輪が自然に広がっていくこ
とが分かりました。こうした共助の大切さを
啓発していきたいです。
　災害はいつ起こるか分かりません。もし日
中に災害が起こったとき、対処できるのは家
にいることが多い女性や子どもたちです。女
性や子どもたちにも楽しみながら簡単にでき
る防災訓練などを企画して、町の防災力を高
めていきたいと思います。

大津町追悼・復興シンポジウム
■日時　４月14日（金）午後２時～
■場所　町生涯学習センター文化ホール
■内容
・「復旧・復興プラン」の進捗状況発表
・��地震に関する講演、熊本地震体験談講話
■問い合わせ　
　役場総務課　地域安全係　☎096(293)3111

防災ハンドブックを配布しました
　３月中旬、各世帯に県の防災ハンドブックを配布しまし
た。地震や風水害など災害から身を守る方法を確認しましょ
う。町役場仮庁舎でも配布しています。

　社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期
待される、地域の防災リーダーです。十分な防災
意識と防災に関する一定の知識・技能を修得した
人を日本防災士機構が認証します。
　大津町では2014年に防災士育成補助を行い46
人の新たな防災士が誕生しま
した。
　熊本地震では山本明香さん
をはじめ、多くの防災士が地
域の避難所の運営や防災活動
を行いました。
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Profile　やなぎはら・しほ
2011 年に東日本大震災で被
災し、２人の息子 ･母と２週
間の避難所生活を強いられる。
2012年に熊本県和水町へ移住。
2014年に防災士の資格を取得
し、日ごろからできる防災につ
いて県内各地で講演活動を行う。
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名前

アレルギーや普段使っている薬の名前
ふりがな

住所

家族の名前・連絡先

遠くの親戚などの名前・連絡先

生年月日 血液型

枠線に沿って切り取り、家族の写真、保険証のコピー、10円玉、笛など
と一緒に、玄関先など持ち出しやすく家族が分かるところに備えましょう。柳原さん監修 パーソナルカード

マ
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1大津町で開催された防災講演会。パー
ソナルカードのメリットを説明
23新聞紙で即席スリッパ作りを実践。
母親目線による防災の取り組みに共感
する人は男女問わず多い
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　熊本地震では隣の人の安否も分からず、ど
う地域で連携していくべきか勉強したいと考
え防災士になりました。２月の養成講座では、
町内で私を含め 11人の防災士が誕生。講座
では、私たち避難者が避難所を運営すること
で不足品の迅速な把握や相互扶助の活動が促
され、早い復興につながることを学びました。
　今後は学んだことを伝えるために自助・共
助の重要性を盛り込んだミニ講習などを地域
で行い、災害に備える地域社会づくりに貢献
していきたいです。
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。
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